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【インタビュー実施日】
令和５年11月30日（木）13：30～15：30
【実施場所】富士コミュニティエフエム放送㈱
【ご担当者】営業部 佐野様

富士コミュニティFM放送について

調査方法
富士コミュニティエフエム放送の
SDGｓ活動①

富士コミュニティエフエム放送の
SDGｓ活動②

富士コミュニティエフエム放送株式
会社様のオフィスに訪問させていた
だき、営業担当の佐野様からお話を
伺いました。SDGsに関係するパンフ
レットを見ながらお話を伺いました。

富士市では、まちづくり応援スイーツ＆ブレッドSDGs食品ロ
ス削減プロジェクトとして「まちぐるMe」という活動を行っ
ています。富士市にあるパン屋さんやお菓子屋さんで商品の売
れ残りがあったことや、地域の担い手が不足している現状を
きっかけにこの活動がスタートしました。
活動のキーワードは「感謝価格」。

●まちぐるMe 

地区まちづくり協議会のメンバーのみ、
売れ残ってしまっている商品を特別価格
で購入することができます。この取り組
みを通して、お店は売れ残り商品の完売
を目指し、買い手であるまちづくり協議
会は担い手不足の解決を目指しています。
あえてクローズドなコミュニティ内で循
環させていくことが、様々な立場からの
課題を解決することにつながっています。

インタビューを行った感想

富士市を活性化！その企画とは？？
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しずおか焼津信用金庫は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援します

●断水トイレシートの開発

今回インタビューを行った富士コミュ
ニティエフエム放送株式会社さんでは、
SDGs活動としてこれらの活動を始めた
のではなく、以前から行っていた活動
がたまたまSDGsに適した活動であった
と話していました。このお話から、私
たちも日頃取り組んでいることから自
分にできることを探していけるととて
も良いのではないかと思いました。
また、インタビューの前後に地元の方
とお話しする機会がたまたまありまし
たが、ラジオエフが地元に浸透してい
ることや地元愛が強いことを実感し、
そのような温かい環境もこのような活
動の一因であると感じました。
企業のみなさま、お忙しい中ご協力あ
りがとうございました。

富士コミュニティエフエム放送株式
会社さんは、全国に320社ほどある
コミュニティFMのうちの一つです。
コミュニティFMは、災害情報や地
域色を生かした番組の提供源として
一つの町に一つずつのコミュニティ
メディアを作ろうとして生まれた、
地域密着型メディアです。

放送事業をメインとして、社会
課題、地域住民の想いに正面か
らまっすぐに向かって解決を目
指すプロジェクトを数多く立ち
上げる、「まちづくり会社」で
す。SDGsを中心に、地域住民と
協力しながら様々な企画をアク
ティブに行っています。

実は富士コミュニティエフエム放送さんはSDGｓという言葉が流
行る前からトイレシートの事業をしていました。地区の防災倉
庫についてのラジオをした際に、全体の９％の家庭にしかトイ
レの備蓄がないことに気づき、トイレシート開発を始めました。

●阪神淡路大震災の経験

阪神淡路大震災の経験で、いつ使う
かわからないものにあまりお金をか
けれないという意見が挙がりました。
富士市は紙産業が発達しているため、
その強みを生かし、廃棄されてしま
う紙を利用した従来の製品よりも安
価なトイレシートの販売を始めまし
た。最初は、地域防災向けに自治体
を通して買ってもらっていましたが、
徐々に話題となり、今では年間約１
０００箱を売り上げています。

インタビュー先企業様

今までは稼ぐ場所＝学ぶ場所だったが、地元で
がっつり稼げるチャンスがあれば、「稼ぐ場
所って地元だよね」となってくれる学生も増え
るはず！様々な思いから生まれた放送企画です。

富士コミュニティエフエムさんでは富士市を活性化するために、さまざま
な企画を立ち上げています。
富士市が先導する富士市SDGｓプラットフォーム「SDGsへの、はじまり富
士市」内で、SDGｓ推進企業に登録している企業に学生がインタビューす
る企画では、マスコミバイト（大学生１４人高校生７人）を募集し、「い
ただきへの、はじまり富士市」というラジオエフの番組を通じて、企業の
SDGsへの取組みや魅力を学生が発信しています。
また、富士・富士宮市内の企業から“若者の採用難”について相談が来た際
は、行政の取組みが学生に十分に発信できない現状を打開すべく、進学に
より地元を離れている地元出身の大学生に電話インタビューする「同郷ラ
ジオ」を開始し、出演者にはLINEグループの登録をしてもらい、地域から
の情報発信を行う活動などをしています。


